
基本方針１

子どもの「あったらいいな」

から始めます

子どもが一人でもみんなでも

自由に過ごせる居場所をつくります

基本方針２

あったらいいなを

「支える」体制をつくります

子どもの遊びや過ごしを

サポートする体制をつくります

基本方針3

あったらいいなが

「つながる」輪を広げます

将来にわたって「あったらいいな」が

つながるように地域と連携を図ります

菅刈住区センターのコミュニティルームを活用し、子育て世代や地域の子どもが自由に過ごせる多機能な「居場所」として、

子育てふれあいひろばとみんなのひろばに児童館機能を組み合わせた事業の実施の検討を進めていきます。

子育てふれあいひろば みんなのひろば

対象 主に未就学児・その保護者 主に小学生～高校生

内容
・親子が気軽に集い交流できる
・子育てに関する相談・関連情報を受け取れる

・読書、遊び、勉強ができる
・工作や運動ができる
・何もしなくても、居るだけでもいい
・参加者の「あったらいいな」をサポートする職員がいる

菅刈小学校

菅刈公園 菅刈住区
センター

「菅刈小学校」 「菅刈公園」 「菅刈住区センター」の３か所での実施・連携によって実現します。

新
た
な
居
場
所
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く
り

・既存事業（学童保育クラブ・ランランひろば）との連携

・プレーパーク整備
・公園内他施設（広場・畑等）との連携

・自由に過ごせる多機能な居場所

・子どもたちの遊びや仲間づくりの支援
・既存団体の相互協力
・居場所づくり活動の連携

目黒区 放課後子ども対策課
みどり土木政策課
道 路 公 園 課

菅刈地域における菅刈地域における

新たな子どもの居場所づくり新たな子どもの居場所づくり
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基本理念には、「こんな場所があったらいいな」「こんなことができたらいいな」と、子どもが普段から考えている、夢や希望、

悩みなど、ありのままの思いを発信でき、受け止めてもらえる場にしたいという想いが込められています。

また、基本理念を実現するために、子どもの「あったらいいな」という気持ちや意見を大事にすること、子どもに寄り添うこ

とができる大人が「支える」こと、居場所が未来の子どもや地域にも「つながる」ことを、基本方針に決定しました。

基 本 理 念

新たな子どもの居場所づくりに関する基本理念・基本方針を決定しました。



実施予定
エリア

実証実験で予定しているメニューは令和７年度に実施したアンケートやグループワークにおいて子どもたちから寄せられた意

見から検討しています。

メニュー案

秘密基地づくり

水遊び

工作

生き物探検

【その他】
みんなのアイディアで自由な遊びを発掘！

本 格 実 施 時 の イ メ ー ジ

居場所づくりのコンセプトにもとづいたプレーパークを実施し、参加した子どもたちの「こんなこと
もやってみたい」「こんな場所になったらいいな」などの声や意見をお聞きした上で、令和９年度に本
格実施する菅刈地域の居場所（プレーパーク）の設計に活かします！

現時点で想定しているプレーパークの実施概要は下部を確認してください。
今後、詳細について検討を進めながらニュースレター等で情報をお届けします。

目的

詳細

イチョウの木の周囲
を避けて実施します

子どもの居場所づくりやプレーパーク実証実験について、ご意見、ご質問等がございましたら、下記までご連絡ください。

目黒区 子ども若者部 放課後子ども対策課

電 話

FAX

メール

03-5722-9358

03-5722-8715

kodomowa07@city.meguro.tokyo.jp

子どもの居場所づくり全体に関すること

目黒区 都市整備部 みどり土木政策課

電 話

メール

プレーパーク実証実験に関すること

F AX

03-5722-9745

03-3792-2112

midoridoboku04@city.meguro.tokyo.jp

事業の詳細は
区公式ウェブサイトへ

プレーパークの実証実験は菅刈公園内の特定のエリアにおいて実施します。

現時点では和館と芝生広場の間にある特定のエリアで実施することを予定しています。

令和８年９月から１１月の３か月間限定で、菅刈公園でプレーパークの実証実験を行います。

※画像はイメージであり、実際とは多少異なる場合があります
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